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Nudum は 白水 隆 (1953) に よっ て 触角 先端 裸 飾 と 訳 さ れ た が , 触角 先端 部 の み で な く 基 部 た わた る も の も ある の 
で , 川副 照 人 ・ 若 林 守 和男 (1976) の 裸 状 部 と いう 訳語 の ほう が 適当 で あろ 5 

Pieridae で は 一 般 に 各 節 の 裸 状 部 の な か に 明瞭 な 凹み が 存在 する . これ は Nymphalidae (s. lat.) に 存在 する 
洪 sulci と 相同 器 礼 だ と 思わ れる が , 必ず し も ゃ 溢 と な る も の で は な い の で , 陥 凹 部 と 呼称 し た い . この 陥 凹 部 は 一 
般 に 剛毛 が 生え を て いる が , 必ず し も そう で な いも の を も ある. 

陥 思 部 の 形態 は Pierinae の 種 で は 控 円 形 で , Coliadinae の 種 で は 円 形 に 近い 形状 と な り , 一 般 に 先端 か ら 基 部 
に わた っ て み ら れ , 先端 の 10 節 内 外 は 種 に よっ て 特徴 的 な 特 化 を 示す . これ ら の な か で , 非常 に 特 化し て いる の は Lep- 
tosta の 触角 で , 後述 の Dismorphiinae の も の に 相似 する . この 限り に お いて , ん ezoszg は Pierinae の な か で 
は , か け 離 れ た 存在 で ある . また 時 Euchloini の 一 群 の も の は 亜 科 と され る こと も ある が , 触角 裸 状 部 の 形態 で 
みる 限り , 亜 科 を た て る ほど の 特 化 は 認め られ な い . 

Dismorphiinae は 裸 状 部 が 先端 数 節 た 限ら れ , 陥 凹 部 は それ ぞ れ の 分 の 先端 に 形成 され る と いう 特徴 が ある . だ 
が , この 亜 科 の 陥 凹 部 の 形態 は Gandaca の それ か ら 誘 導 が 可能 で , 遠い 祖先 群 で の 近 縁 を し の ば せる 。. 

また , 陥 凹部 列 は 暴 期 に その 表面 に 形成 され , 羽化 し て の ち は 和 触角 の 内 側面 に 存在 する ぁ も ので, この 点 に お いて 先 
人 達 と 見 解 を 異 に する . 

4. モン シロ チョ ウ の 成長 に お よ ぼ す 光 と 温度 の 影響 矢 野 幸 夫 

光 と 温度 の 条件 を 種々 に 組み 合わ せ , モン シロ チョ ウッ を 飼育 し て 成長 を 比較 し た . 第 1 ・2 回 の 実験 の 結果 は 既に 
発表 (1974) し た の で , ここ で は 主として 第 3 回 の 実験 ※ に つい て 報告 する . また , 遇 の 色 , お よび 成虫 の 斑紋 , 色 
彩 に つい て も 検討 し た の で , あわ せ て の べた い 、. 

千葉 市 産 の 成虫 に 産卵 させ , 北 化 し た 幼虫 を 材料 と し た . 温度 条件 は 高温 (25 で) と 低温 (19C), 日 長 条件 は 2 L 
(22D), 10L (14D), お よび 24L (連続 照明 )** と し た . 踊 化 後 も 引き 続き 同じ 条件 の も と に お いた . 幼虫 の 飼育 
は 個体 別に 行っ た . 

幼虫 期 の 日 数 は , 高温 区 で 11 一 12 日 , 低温 区 で 21~25 日 と な り , 日 長 に よる 差 は 概して 少な い . 低温 の 場合 , 10L 
区 は や や 長期 を 要 し た . 低温 2 し L 区 で は ば ら つ き が 大 きい , 

上 由 期 は , 高温 区 で 6 一 8 日 , 低温 2 区 お よび 24L 区 で 13 一 14 日 で あっ た . 低温 10L 区 は 休眠 し た . 

幼虫 ・ 役 の 体重 は , 高温 区 で 小さ く , 低温 区 で 大 きい . 低温 区 の 中 で は 10L 区 が や や 大 きか っ た . 

帳 の 色 は , 上 記 の 実験 区 , お よび 8L 区 ( 恒 夜 変 温 を 含む ), 日 長 変更 区 に よっ て 調べ た と ころ , 低温 と 短 日 が 低 
を 褐色 化し , 高温 と 長 日 が 緑色 化す る . 極端 な 短 日 ・ 長 日 を 与え る と 日 長 の 影響 が 強く な る . 休眠 遇 は 褐色 化す る . 

成虫 は , 休眠 帳 (低温 10 し ) か ら 羽 化し た も の は 郊 表 の 黒 紋 が 夏 型 的 , 他 の 特徴 が 春 型 的 と な る . 非 休 過 上 端 か ら 羽 
化し た も の は 概して 夏 型 的 で ある が , 詳細 に みる と 日 長 の 影響 が み ら れ る . 

* 昭和 50 年 度 文部 省 科 学研 究 費 補助 金 に よる . 

** 低温 24 し の 資料 は 大 木 弘 之 氏 の 厚意 に よる と ころ が 大 きい . 
5. Pieris 属 の 種 の 問題 に 関す る 基礎 的 研究 三枝 豊平 ・ 中 西 明 徳 ・ 島 洪 ・ 矢 田 倍 ・ 鈴 木 芳 人 

日 本 産 Pzeris 属 の 種 に 関す る 基礎 的 研究 の 第 一 報 と し て , 各 ス ティ イジ 別 の 種 間 , 亜 種 閥 の 形態 的 識別 点 , 配偶 行 
動 の 比較 , 光 周 性 の 比較 , 47g2zs と oz め ヵ g の 食 草 と し て の 適性 , 種 間 雑種 な どの 問題 を 扱っ た . 各 項 目 別 の 主 
要 な 点 は 次 の 通り で ある . 

形態 的 識別 点 : P. melete と アア . napi nesis の 卵 は 淡 青 白色 一 乳白 色 で ある が , ア . napi japonicag で は 淡 黄 色 
て 黄色 . PP. melete と japonica の 終 答 幼 昌 に つい て は , 前 者 の 腹部 気 門 後 下方 の 1 小黒 刺 毛 が , これ と 気 門 の 間 の 
無色 長 刺 毛 に くら べ て 著しく 細く 短い が , japonica で は 長 さ , 太 さ と る も 無色 刺 毛 た に 匹敵 する , P.melete と napi の 
春 型 成虫 に つい て は , 後 将 裏 面 基部 の 肩 小 脈 (humeral vein) が z2 ヵ の? で は 第 8 脈 の 黒 条 に 埋没 し て 識別 し が た い 
が , mmelete で は 判然 と 第 8 脈 か ら 分 枝 し て 黒く 識別 で きろ る . 

配偶 行動 : いずれ の 種 も その 基本 的 行動 様式 は rapae に 類似 し て いる が , napi, japbonica は 静止 ? が 接近 る に 対し 
て や や 腹 上 げ を 行 うた め 交 尾 成立 まで に 時 間 を 要 し , ze7e7e と canidig は 静止 @ が 腹 上 げ を 行う と 8 は 通常 , 前 者 は 
? の 斜 上 方 で 滞空 飛翔 (hovering) を , 後者 は 小 き ざ み に 玩 を ふる わせ て 行き つも どり つ ゞ に 接触 する caressing を 行 5. 

光 周 性 の 比較 : 略 . 

食 草 の 好適 性 : イ ヌス ガラ シ は スズ シロ ソウ に くら べ て , rapae, melete, japonicad (こと っ て より 好適 で , 生長 
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量 , 発育 速度 と も すぐ れ て いる が , 7g ヵ oz7ce で は スズ シロ ソウ と の 差 が 僅少 で あっ た . 

種 間 雑種 : 北九州 産 の melete 8 と japonica や と の 種 間 雑種 の Fr で は 8 と る も 十分 な サイ ズ の 成虫 に な り , 8 
は 生殖 能力 が ある が , は 卵巣 成 歌 が 起こ りら ない. Fi る を 7e7e7e ? に 戻し 交雑 を し て も えら れ だ た は Fi と 生 
殖 能 力 で は 大 差 な く , 2 度目 の 戻し 交雑 で は じ め て 産卵 する 個体 が で きる が , その 卵 ぁ る 野 化 し な い . 両 種 の 他 の 生物 
学 的 相違 を も 考 春 に 入れ る と , これ ら は 少な く と ぁゃ 北部 九州 で は 独立 の 別種 で ある . 


6. 姫川 谷 に お ける ギフ チョ ウ の 食性 転換 と Luehdorfia line 原 聖 樹 
北ア ルプ ス 媒 川谷 の ギフ チョッ は , 上 流域 で の ミ ャ マ アァ アオ イッ スバ サイ シン (白馬 岳 付 近 ) を , 下流 域 で は ⑨ ッ 
スバ サイ シン (小谷 お よび ③⑬ コ シノ カン アオ イッ スバ サイ シン (系 急 川 ) を 食べ て いる . ① と ② で は ギフ は ヒメ ス メ 
ギフ チョ ッ と 混 生 する . ①~② 問 に は 万 ezerozo カ の Z と ギフ の 分 布 を 欠き . ウス バ サ イ シン と ヒメ ギフ だ け を 産 す る . 
⑧③ で は ギフ だ け 知 られ , ヒメ ギフ は 見 出さ きれ て いな い . この 谷 は , ギフ ・ ヒ モメ ギフ 両 種 の 混 生 と ze の o7 プ 7g 1ine 
の 形成 を 追 完 す る うえ で 現存 する 最 ぁ 重要 な 地域 と いえ る . 

ギフ チュ ョ ッ の 食性 転換 は ト ュ シノ っ ミヤ マ が 時 間 的 に 古く , ヌシ ノラ マッ スバ が 新しい . 産地 の ほとん どす べ て が 二 次 
林 な の で 原生 林 の 二 次 林 化 が Lxehdorfia の 分 布 に 及ぼ し た 影響 を 無視 で き な い . 二 次 林 化 に よっ て 樹林 の 林 緒 部 
が 拡大 され , 林 縁 性 の チョ ッ ・ 食 草 が 勢力 を まし た と 考え られ る . コシ ノラ マッ スバ の 食性 転換 は , 二 次 林 化 の 所 産 と 
OI A 

ョ ツ ・ 食 草 の 混 生 と 種 間 関係 , 積雪 の 影響 , 原生 林 の 二 次 林 化 , 食 草 の 分 散 速 度 , 第 四 紀 に お ける 地形 ・ 地 殻 の 

rN と に よっ て , 少な く と も 最終 永 期 以降 今日 
まで の 姫川 令 に お ける Luxehdorfia 1ine 形成 の 実態 を , か な り 具 体 的 に 把握 で きる と 思 5. 
7. 日 本 産 Lzdoga 属 2 種 の 食性 田 中 若 
イチ モン ジ チ ュ ウッ (と . camilla japonica) お よび アサ マイ チ モ ン ジ (ん. glorzifica) は スイ カズ ラ 科 の Lonicera 
属 と Weigela 属 の 各種 を 食 草 と する と され て いる . し か し これ ら の 記録 に は 混同 の 可能 性 が あり , と くに アサ マイ 
チ モ ン ジ の 分 布 が 食性 と 密接 な 関連 を も っ て いる の で は な いか と 考え た . これ ら の 諸点 を 整理 する 目的 で , 両 種 の 自 
然 状 態 に お ける 産 , 卵 習性 幼生 期 に お ける 食餌 植 物 選 好 性 な ど を 検討 し た . 

イチ モン ジ チ ナチ ョ ウ は スイ カズ ラ ・ キ ン ギ ン ボ ク ・ ヤ ブウ ツ ギ 記 産 卵 し , 後 二 者 の 存在 する 場所 で は スイ カズ ラ へ の 
依存 度 は 高く な い . アサ マイ チ モ ン ジ は スイ カズ ラ に 集中 的 と 産卵 し , この 植物 に 強く 依存 し て いる こと が 判明 し た . 
また 幼 点 の 摂 食 ・ 生 育 状 態 を 飼育 実験 に よっ て 調べ た 結果 . イチ モン ジ チ 。 ウ で は Lonzcera 各種 (スイ カズ ラ ・ キ 
ン ギ ン ボ ク ・ ウ グイ スカ グラ ) や Weigela 属 の ャ ブッ ッ ギ を よく 毛 食 生育 する の に 対し , アサ マイ チ モ ン ジ で は 
Weigela 属 を 食べ な いこ と が 多く , これ が 自然 状態 に お ける 食 草 と は な り 得 な いと 考え られ た (た だ し , 稀 に 産卵 
が み ら れ る の で 母 蝶 の 食 草 選択 習性 は あい まい で ある ). 

以上 の 諸点 か ら , 両 種 の 分 布 に つい て その 要因 を 考察 し て みた . スイ カズ ラ を 含む ニン ドウ 重 属 の 分 布 は 主として 
暖 帯 で あり , 分 布 の 北限 は 青森 県 で や る か ら , アサ マイ チ モ ン ジ の 分 布 北限 は 食 草 の 分 布 に 規制 され て いる こと と な 
る . 四国 ・ 九 州 に 分 布 し な い の は 一 寸 理解 で き な い が , 内 陸 性 気候 (乾燥 ) を 好む の で は な いか と 思わ れる . イチ モ 
ンジ チョ ッ は 食 草 選択 の 幅 が 広く , し た が っ て 水平 , 垂直 両 分 布 も アサ マイ チ モ ン ジ の 分 布 圏 を 包含 する る の と な っ 














































































































































































































て いる . 
な お 両 種 の 卵 た よる 区 別 は きわ め て 容易 で ある こと を 述べ た . 
8. タテ ハチ ョ ウ 科 3 種 の 「 ナ ワ バ リ 」 に つい て 渡 辺 通 人 


これ まで に 行わ れ た 蝶 類 の ナレ ソバ ベリ に つい て の 詳細 な 報告 は 数 少な く (福田 , 1962 : 福田 ・ 田 中 , 1967 : 高橋 , 
1973 etc.), 蝶 類 の ナッ バリ を 否定 する 見 解 $ 出 され て いる (Scott, 1973 & 1974 a, b). 

し か し な が ら , 演者 は タテ ハチ ョ ュ ョ ッ 科 3 種 に , 反発 行動 と それ に 伴 5 他 個 体 の 侵入 で き な い 占有 空間 が 観察 され た 
こと か ら , 一 部 の 種 の 一 部 の 個体 た は Noble (1939) の 定義 し た ナッ バリ (防衛 され た 地域 : anydefended area ) 
が 存在 する こと を 示し , その 構造 に つい て 考 ん た て みた . 

1973 年 4 月 8 日 に は , クジ ャ クチ ョ ッ の 種 間 ナッ バリ (11.7 到 ) の 周囲 に た . キタ テハ の 種 内 チワ バリ (22.2m) が 
成 さ れる “重複 チレ バリ "(羽田 他 , 1967) が 観察 され た . 両 個体 と ぁ 約 5 m 以 内 の 範囲 で 活動 し て いた こと と が , 
activity radius (活動 半径 ) と 移動 距離 (displacement range) より 推測 され た . 
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